
○埼玉大学男女共同参画室講演会　参加者アンケート集計結果

開催日：平成２９年１１月２日（木）　講師：サイボウズ株式会社　社長室フェロー　野水克也氏

タイトル：サイボウズのワークスタイル改革　―企業の取り組みに学ぶ―

◆アンケート提出者 ◆出席者

区分 男性 女性 その他 計 区分 計

　教員 3 1 4 　教職員 37

　職員 15 4 19 　学生 64

　学部生 38 23 61 合計 101

　大学院生 0 2 2

　その他 1 1

合計 56 30 1 87
回収率 86%

◆本日の講演会については、何でお知りになりましたか。（複数回答あり）

　ポスター 1

　チラシ 6

　HP 8

　同僚・友人からの情報 3

　教員からの宣伝 63

　その他 8  グループウェア学内メール

◆今後、男女共同参画室講演会で話しを聞いてみたいという方のリクエスト

埼大教育学部出身　大津ヨウコさん（？）浦和カウンセリング研究所主催

民間企業の働き方改革の具体例

女性役員が多いベネッセコーポレーションの話

遠藤　まめた

実際の取り組みの話、成功や苦労話があればよい

複数の企業のパネルディスカッション

◆男女共同参画室への要望、今後取り組むべきだと思う内容について（複数回答）

　男女の機会均等の実現 13

　男女共同参画の視点に立った、制度・慣行の見直し、意識改革の推進 31

　就労・就学と家庭生活との両立支援 35

　政策・方針決定過程への女性の参画の拡大 12

　男女共同参画を推進する教育・研究の充実 16

　男女共同参画の視点からの学内の実態調査・分析及び情報の提供 12

　苦情申し立て、救済システムの整備 6

　LGBTについての理解促進 20

　その他 4



◆本日の講演会についての感想（主なもの）

○学校教育の分野においては、制度責任者と現場があまりにも離れているという現実が、サイボウズさんとの大
きな違いであると感じた。

○自立や多様性を持った働き方改革に非常に共感し、本質的な部分に触れることができたように感じた。自分自
身の意識改革にもつながった。しかしこういった働き方には、職種も限られてくるのではないかという疑問も生じ
た。

○先進的、斬新的な発想である話を聞くことができ、とても有意義だった。

○女性活躍だけでなく、全ての人にとって良い働き方は何かを考える良いきっかけとなった。そして変わらなけれ
ばいけない企業(組織）の姿を知ることができた。

○多様性と生産性が矛盾しないこと。自立がたくさんの依存先があるということは、ジェンダー研究、ケア論と通
じる面白い観点であり、それが実践になっているところに希望を感じた。

○社員一人ひとりが個人事業主のような印象があった。埼大での働き方が正反対であるという印象。

○20周年記念アニメを流してもよかったのでは（とても面白い）。

○働き方改革という意味で、この講演は大学の執行部の方に聞いていただければ良かったと思う。

○今まで知らなかった「新しい働き方」を知り、天地がひっくり返るようだった。教員志望であるが、学校現場にも
働き方が変わる日が来てほしいし、変えていきたい。

○従来からの大手企業の勤務形態とは異なる、最先端の”自立”や”多様性”といったスタイルが、今日の実践す
る改革の成果を生むという話を聞くことができて、とても刺激を受けた。

○今の日本では数少ないどこにいても働けるという環境が、新しい企業の形であることを認識した。また、様々な
勤務形態があることに気づき、自分の本当にやりたいことができる企業で働きたいと思う。

○Cybozeさんの”質問責任・説明責任”という形で下からの意見をしっかり拾うという文化やその体制作りがかな
り重要であると感じた。

○働き方というより”生き方を変える”という視点がよい。働く人たちの実情に合わせて柔軟にシステムを変えて
いくということは有意義である。会社というよりも人を主体として動いている会社に魅力を感じた。

○ジェンダー的視点からみて、とても先進的な会社である。しかし他の会社には不可能なことを可能にしている
働き方改革について、具体的な経緯について聞きたかった。

○安定を求めることよりも、社員の多様性を求める考え方が、個々の自立、キャリア発達、会社、そして社会のメ
リットに繋がるという部分が興味深かった。

○思いついたらやってみる。副業をすすめるスタイルに面白さを感じた。こんな会社で働きたい！

○現代の大手企業は無駄な部分が多い気がする。サイボウズさんの働き方改革は、企業と働く側にとってもメ
リットがあると思う。

○企業に選んでもらう努力をするのではなく、キャリアを実現できる企業を自分が選んでいくことが大切だと思っ
た。

○サイボウズ内でのワークスタイルは理解できたが、IT業界であることや業務内容が他人に依存しないことが前
提としてあるように感じた。ほかの業界でもその働き方が浸透するかどうかは疑問点である。このような柔軟な働
き方がひろがるためには何が必要であるのかを知りたい。

○かなりブラックだった会社を、なぜ野水さんはやめられることがなかったのか気になった。



○労働経済学の勉強をしているが、日本にこんな柔軟な働き方を推進している企業があることに驚いた。

○欧米的要素を取り入れた経営に近い成果主義な側面を感じた。近年増加しているイグジットマネジメントスタイ
ルに近いものを実際に聞くことができ、これからの日本企業の経営方針を考える上でも参考になった。

○ピークの均質化という意見があったが、夜に働きたいという人はマイノリティーのように思えて、完全な均質化
は難しいのではないかと感じた。またそのマイノリティーのために、飲食業などの他業種の働き方に弊害を与え
るのではないかなと感じた。

○今まであまり目にしたことのないような社内制度を見て勉強になりました。自分は教職志望ですので、難しい点
はありますが、働き方について考えなければならないと思いました。

○まだ新しい制度なので、今後の動向を見守っていきたいと思うが、自分の理想にかなり近い働き方制度であ
り、固定観念にとらわれない考え方が必要だと感じた。

○講演時間が短いこともあり、良くも悪くもテンポが速かった。おもしろかったが、質問時間が短くて残念だった。

○自分のやりたいことをするから一番能力が伸び、成長できるということは他の会社にはなかなかない価値観だ
と思った。制度改革をする風土が完全にできていることにすばらしさを感じた。

○独特なワークスタイルや社風を聴けてよかった。この独特が普通になっていったら嬉しい。

○新しい働き方は、男女共同参画の実現に有益であり、無限な可能性が存在していると強く感じた。

○プレゼンテーションが非常に上手く、製作の参考になった。

○日本の企業に就職するメリットがないように感じた。

○働き方や生き方を変えていくのに、日本人の多くが自由な時間を与えられた場合、自らが皆勉強やインターン
留学を通してスキルアップにつとめられるとは思えない。そういった人が少しでも増えるような意識改革も必要だ
と思った。

○画期的な雇用システムの話に興味が沸いた。とても効率の良いシステムだとは思うが、自分は効率が悪いか
ら難しいと感じた。

○教員の働き方と今回の話とを比較すると、本当に差が大きくて働くということの意味を見つめなおす機会になり
ました。

○教員になろうと思っている身なのですが、面接において質問されたことに沿ってズレないように自分の言葉で
答えるというところは同じなのだと思いました。経済について、企業について知らないことだらけなので、勉強不
足を感じました。

○自分でワークスタイルを決められるのはとても良いと思いました。面白いシステムだったので、サイボウズ株式
会社にとても興味がわきました。

○独創的な改革の取り組みに関する話を聞くことができて、有意義だった。

○働き方改革の最前線を走っている企業だなとい案じた。意識的な部分を変えていく必要が、働き方改革を進め
ていく上で大切なのかなと思った。なぜなら、今回のお話しを聞いていて、とても新鮮で驚きの連続だったから
だ。とても柔軟だなとい案じた。貴重なお話しありがとうございました。

○自分が就職する先とはほとんど逆のような体系の会社の方のお話しを聞けてすごく新鮮だった。仕事と人をき
りはなすという言葉も、昔みた働く女性の方の例に近くて、少し共感をもった。

○今までアプリを使わせていただいたので、名前は知っていたが、このような仕事の取組みがなされていたのは
初めて知った。こうした取り組みが日本全体で使われることは難しい。



○「自立とはたくさんの依存先があることが自立」、「副業する＝社員個人が自らのキャリアに責任を持つこと」が
会社にとってもプラスになるということが実践できていることに感銘を受けた。

○多様な働き方が認められ、副業することを推奨するなど、今まで考えなかったような働き方改革があり、とても
勉強になった。

○働くことに対して、箱詰めされるようなイメージを抱いていたので、多様性についてのお話しでワクワクした。

○今の企業文化の非合理性を排除して結果が出てるという話を聞けてうれしかった。

○ここまで働き方改革を実践しているとは思わなかった。会社規模の関係もあるが、ここまで結果が出ていると
多様性や自立に対してもっと深く考えを行う必要があると思った。


